■専門部会からの報告資料５

令和８年度　精神障害支援部会　報告書
	■第１回精神障害支援部会

	日時：令和８年５月１４日（木）　９時３０分～１１時３０分

	会場：品川区役所第２庁舎４階　災害対策本部室


	１．品川区地域自立支援協議会及び精神障害支援部会について

	品川区地域自立支援協議会の設置目的、協議会の体系図（全体会と専門部会の関係）について説明を行った。
また、精神障害支援部会の位置づけの確認および今年度のスケジュールに
ついて確認をした。


	２．品川区地域自立支援協議会全体会の報告内容について

	令和７年度第３回地域自立支援協議会の報告を行った。


	３．情報共有

	各事業所のPRや空き情報、最近の支援のなかでの変化・傾向等のトピックス、新たに開始した事業の紹介等の共有を行った。


	４．グループワーク

	前回の部会では、精神障害者の在宅生活スキル向上や居宅介護サービスの活用について事例共有を行い、以下の課題が確認された。
・サービス内容や利用イメージが本人や家族に十分伝わっていない
・支援の目標が曖昧で、自立支援の達成見通しが立ちにくい
・利用者や支援者が社会資源を整理して把握するのが難しい
これらを踏まえ、精神障害者が地域で必要な支援を受けやすくするためには、利用者・家族・支援者間で共通理解できる情報ツールが重要であると考え、「どのような状況・場面で使えるリーフレット等があると良いか」 をテーマとした。

【グループワーク】
※区や都が発行する既存資料、部会委員からの提供された他地域で使用されて
いるリーフレット等を参考資料として検討した。
【利用場面】
・初回相談時
・制度やサービスを初めて利用する時
・生活状況やライフステージの変化時
・追加の支援が必要になった時
・具体的な生活場面（居宅介護・ヘルパー利用など）
【利用者・家族／支援者ごとの工夫】
①利用者・家族
・「何も分からない人」「初めて相談する人」に分かりやすい
・困りごと別・サービス内容別等に整理された情報
・一枚で全体像が分かる資料
・事業所の特色や雰囲気が視覚的にわかると選択しやすい
②支援者
・制度説明や導入時に活用しやすい内容
・利用者・家族への説明に使いやすい構成
【あったら良いツール・形式】
・チェックリストやフローチャート形式
・視覚的に分かりやすい一枚資料
・紙媒体＋チャットボットなどオンライン相談ツールとの連携
・入口ツールとして、制度やサービスの全体像がひと目でわかるもの
・生活場面や困りごとに応じた具体例を掲載
・利用者・家族・支援者が共通認識を持てる構成


	５．今後の取り組み事項について

	グループワークにて出た意見をもとに、活用しやすいツール作成に向けて検討を進める。


	　委員：部会長：社会福祉法人　福栄会　精神障害福祉課長

	　　　　部会員：１．品川区精神障害者地域生活支援センター

	２．品川区発達障害児者相談支援センター

	３．品川区東品川精神障害者相談支援センター

	　　　　　　　　４．インクル南品川障害者相談支援センター

	　　　　　　　　５．相談支援事業所スタンドアウト品川

	　　　　　　　　６．まるまる荘

	　　　　　　　　７．かもめ第１工房

	　　　　　　　　８．有限会社それいゆ

	　　　　　　　　９．NTT東日本関東病院

	　　　　　　　　10．訪問看護ステーション デューン品川

	　　　　　　　　11．訪問看護ステーション デライト品川

	　　　　　　　　12．東京都立中部総合精神保健福祉センター

	　　　　　　　　13．品川保健センター

	　　　　　　　　14．荏原保健センター

	　　　　　　　　15．大井保健センター

	　　　　　　　　16．保健予防課

	　　　　　　　　17．当事者（欠席）
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